
 

 

 

歯磨きの大切さ 
 

「歯と口の健康」をテーマに、2５日（水）に学校保健委員会（４年

生以上が参加）を行いました。主な流れは次の通りです。 

① 児童保健委員より歯科検診結果の紹介 

② 講話 ～学校歯科医：椿先生（城山椿歯科クリニック）より～ 

③ 質問・感想発表・意見交流 

 

会の詳細は後日配付する「保健だより」をご覧いただきたく思いますが、椿

先生が強調されたのは歯磨きの大切さでした。歯垢にはたくさんの細菌（１㎎

に 1 億個以上）がいて、その細菌が全身を巡ることで心筋梗塞や糖尿病などの

病気を引き起こすとのこと。つまり、歯の健康は体全体の健康につながる、ひ

いては命にもかかわるということです。 

食べたら歯磨き！ 習慣化するといいですね。 

 

以下は、子どもたちが出したアイデアです。これらのアイデア

をもとに保健委員会が学校全体で取り組むことを提案していきます。 

＜児童作成のメモより＞ 

学校教育目標 『気づき 考え 行動する』 ～自分たちの学級・学校は、自分たちでつくる～ 
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